
校訓「心ひとつに 明日を拓く」 教育目標：気づき、考え、行動する生徒の育成
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２日（水）午後、生徒会役員の立会演説会と選

挙が行われました。

生徒会長に１名、生徒会副会長に３名の立候補

があり、それぞれの責任者による応援演説と、立

候補者による立会演説が行われました。立候補者

からは、「一人一人が意見を言い合える、たくさん

の笑顔あふれる学校にしたい」「一人一人の生活が

さらに充実し、より活気のある学校にしたい」「一

人一人の意見に耳を傾け、互いに認め合いながら

生活できる笑顔あふれる学校にしたい」「一人一人

の意見が反映され、自分自身の個性を生かせるよ

うな学校にしたい」と、全校生徒のためにがんば

る決意が述べられました。

信任投票の結果、全員が信任され、新役員が決

定しました。これから、よろしくお願いします！

□生徒会長 〇〇 〇〇さん（２年４組）

□副 会 長 〇〇 〇さん（２年４組）

〇〇 〇〇さん（２年４組）

〇〇 〇〇〇さん（１年３組）

【立会演説会の様子】

７日（月）３時間目、３年２組で道徳の指導主

事訪問が行われました。この日は、「大学生の姉が

交通事故に遭い、脳死状態になってしまった。そ

の姉が、臓器提供意思表示カードを所持しており、

臓器提供の意思があることがわかった。」という資

料を用いて授業を行いました。

資料では、父親は娘の意思を尊重したいという

立場。母親は、生きている娘から臓器を取り出す

ことに反対の立場。両親から意見を求められた主

人公は考えがまとまらない状態にあり、賛成すべ

きか反対すべきか等について、みんなで考えまし

た。いろいろな考え方と理由があることを改めて

実感し、自分だったらどんな思いで意思表示カー

【授業の様子】

指導主事訪問 道徳

立会演説会・生徒会役員選挙
ドに記入するだろうか等、「命の尊さ」について考

えを深めた時間となりました。

４日（金）の放課後に漢字検定、１１日（金）

の放課後に数学検定が行われ、１～３年生が挑戦

しました。

漢字検定には２７名（準２級４名、３級１９名、

４級４名）、数学検定には１１名（３級６名、４級

３名、５級１名、６級１名）が挑戦しました。

学校の勉強以外にも、自分の力を試

すために日々努力しているだけでも素

晴らしいことなのですが、できれば、

「合格」という結果で努力が報われて

ほしいものです！

１１月初め、学習委員会の主催によるＮ－１（一

人勉強ノートコンクール）が開催されました。

各学級から男女各１名のノートが選出され、生

徒玄関前の廊下に掲示されました。自分がいいと

思った１年生のノートには２年生、２年生には３

年生、３年生には１年生が投票しました。多くの

工夫を参考にしながら、自分の一人勉強に是非、

取り入れていきましょう！

入賞者を紹介します。 （ ）内は学年・組

第１位 〇〇〇〇(11)、〇〇〇〇(24)

〇〇〇〇(32)、〇〇〇〇(34)

第２位 〇〇〇〇(12)、〇 〇〇(21)

第３位 〇〇〇〇(13)、〇〇〇〇(21)

〇〇〇〇〇(31)

〔自由読書〕

○二席 〇〇〇〇「明日の勝者」(35)

○三席 〇〇〇〇〇「パレット」(14)

〇〇〇〇〇「勘ちがいの先には」(13)

〇〇〇〇「大嫌いだった自分」(11)

〇〇 〇「日本の偉人の物語」(15)

〇〇〇〇「『命』を知った日」(14)

〇〇〇〇「『感謝』の大切さ」(23)

〇〇〇〇「努力すること」(31)

〇〇〇〇〇｢『背骨』は誰のものか｣(31)

〔課題図書〕

○一席 〇〇〇〇「北斎からのメッセージ」(12)

○二席 〇〇〇〇「努力の天才葛飾北斎」(14)

〇〇〇〇〇「幸せの基準」(32)

○三席 〇〇〇〇「きもち」(23)

各種検定に挑戦！
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